
214215 表象 13│2019投稿論文応募要項

1. 応募資格
応募時点で表象文化論学会会員（正会員または学生会員）

であること。 

2. 応募内容
広い意味で表象文化論に関係するもの。ただし、未発表の
ものに限ります。 

3. 応募方法
3-1. 投稿エントリー
● 論文の投稿を希望する方は、所定の締め切り日（下記4.参

照）までに、下記編集委員会アドレスにEメールで、投稿予定
の旨をお知らせください。メール本文には、氏名・論文の題
名（仮題でもよい）・所属機関名（該当者のみ）、および連絡先
（住所・電話番号・メールアドレス）、メールのSubject（件名）には
「『表象』投稿希望」とご記入ください。
● 投稿論文の受理には、当該年度の年会費が納入済であ
ることが条件となります。
3-2. 文書の形式
● 原稿の分量は、2万字以内とする（文献表・註を含む。要旨
の部分は除く）。
● 原稿の1ページ目には、論文の題名（日本語題および英語
題）、 英語による要旨（200語程度）、論文の分量を示す字数
を明記し、これを表紙とすること。ただし、著者氏名を伏せて
審査するため、氏名は記さないでください。
● 論文の本文は、原稿の2ページ目以降に印刷すること。
● 投稿の段階では、論文中に個人特定可能な情報（「拙論、
拙著」表記、科研費番号など）を記載しないこと。
● 原稿は、A4判用紙に印刷したものを、3部作成して提出す
ること。
● 原稿のほかに、題名、氏名（和文表記と欧文表記の二通り）、
所属機関名（該当者のみ）、および連絡先（住所・電話番号・
メールアドレス）を明記した別紙を1部作成し、原稿に添えて提
出すること。

3-3. 提出の仕方
● 投稿論文は所定の締め切り日（下記4.参照）までに、次の
要領にしたがって郵送とEメールの両方で提出すること。
● 郵便物には原稿3部、別紙1部を封入すること。郵送用封
筒の表には「投稿論文原稿在中」と明記してください。
● 原稿と別紙のファイルは、下記編集委員会のメールアドレス
宛に添付ファイルで送付すること。原稿データは、Microsoft 

Wordファイル（拡張子.docないし.docx）および、PDFファイル
の両方を添付すること。また、ファイル容量が大きくなる場合
（3MB以上）は、各種のファイル転送サービスを利用すること。
メール本文には応募者の氏名・論文題名・連絡先、メールの
Subject（件名）には「『表象』投稿論文」とご記入ください。 

4. 締め切り 

● 投稿エントリー締め切り─2019年7月12日（金）必着 

● 論文原稿投稿締め切り─2019年9月12日（木）必着 

※ 両日ともに日本時間24:00〆切 

5. 応募宛先
〒 153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1

東京大学大学院 総合文化研究科 表象文化論研究室内 

表象文化論学会事務局・編集委員会 

6. 審査
本学会の編集委員会が掲載の可否を審査します。審査結
果は、2019年11月中旬（予定）に応募者宛てに通知します。
審査の結果、採用された論文については、問題点を応募者
に指摘し、書き直しを求める場合があります。また、不採用に
なったものについては、その結果と理由を通知します。 

お問い合わせ 

表象文化論学会事務局・編集委員会 

E-Mail : edit@repre.org　http://www.repre.org/ 

※投稿規定および入会に関する最新情報については上記ウェブサイ
トをご確認ください。
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　表象文化論学会では、表象文化論の分野における独創的で優れた研究および作品等に対して、毎年、
学会賞、奨励賞、特別賞を贈呈している。学会賞は発表時49歳以下の学会員による単行本、奨励賞は発
表時39歳以下の学会員による単行本、または年齢に関わらず当該学会員による最初の単行本、特別賞は
学会員による学会への特別な貢献に対して授与される。
　第9回表象文化論学会賞は、2017年に刊行された会員の単行本を対象に選定され、2018年5月に
以下のような結果となった。受賞者の言葉および選考委員のコメントは、すでにウェブ上のニューズレター
『REPRE』34号（https://www.repre.org/repre/vol34/topics/prize/）に掲載されている。
　なお、学会賞を受賞した高村峰生氏、増田展大氏、奨励賞を受賞した北村匡平氏の著作については、そ
れぞれ三原芳秋氏、大久保遼氏、河野真理江氏による書評が『表象12』に掲載されているので、あわせて
参照されたい。

高村峰生
『触れることのモダニティ
─ロレンス、スティーグリッツ、
ベンヤミン、メルロ゠ポンティ』
（以文社）

増田展大
『科学者の網膜
─身体をめぐる映像
技術論：1880–1910』
（青弓社）

北村匡平
『スター女優の文化社会学
─戦後日本が欲望した
聖女と魔女』（作品社）

学会賞

選考委員（五十音順）
北原恵／長木誠司／中島隆博／細馬宏通

第 9 回表 象文化 論 学会 賞

奨励賞

該当なし

特別賞


